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植物の根における窒素栄養取込み効率を制御するホルモンを発見  
‐窒素飢餓に強い作物の作出への応用に期待‐  

 
【概要】 
 名古屋大学 大学院理学研究科 生命理学専攻の松林嘉克教授と田畑亮研究員，住田久
美子研究員，篠原秀文助教らの研究グループは、植物の根における窒素栄養取り込み量

を全身的に制御する新しいホルモン「CEP」を発見するとともに，その作用のしくみを
明らかにしました． 
 植物が根から吸収する無機養分のうち最も大切な元素のひとつは窒素です．根は地中

から窒素を主に硝酸イオンとして吸収し，成長に必要なタンパク質などをつくりだして

います．しかし，自然界の土壌中の硝酸イオンの分布は，植物自身による取り込みや雨

水による流出などのために極めて不均一であることから，個体全体としての硝酸イオン

取り込み量を最適に保つには，個々の根がおかれた環境に応じて取り込み効率を変化さ

せる必要があります．今回，松林教授らは，根の片方が窒素飢餓を感知するとペプチド

性のホルモン分子「CEP」を生産し，それらが道管を移行して地上部で受容体に認識さ
れることを介して，植物体全体に窒素飢餓を知らせていることを発見しました．この作

用によってもう片方の根での硝酸イオン取り込み量が増大し，局所的な窒素の不足分が

ともに，窒素飢餓に強い作物の作

出にも応用が期待できるもので

す． 
 この成果は平成 26年 10月 17
日（金）に米国科学誌「Science
（サイエンス）」で発表されます． 
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素要求シグナリングは，自然界において土壌中の硝酸イオンの分布が不均一な場合でも，

個体全体としての硝酸イオン取り込み量を最適に保つために植物が進化させたしくみ

です．詳細な解析から，CEPの機能と作用のしくみを以下のように結論づけました（図
4）． 
①根の片方が窒素飢餓を感知すると，根における CEP ファミリーペプチドの発現レベ
ルが急上昇し，道管を通して地上部へ CEPが送られる． 
②地上部へ到達した CEPは，葉などの維管束（葉脈部分）で発現している受容体，CEPR
によって認識され，全身に窒素飢餓を伝える 2次シグナルが生産される． 
③2 次シグナルは，（おそらく篩管を通って）根に移行し，まだ硝酸イオンが残されて
いる環境にある根に働きかけて NRT2.1 などの硝酸イオン取り込み輸送体の発現を上
昇させる．これにより，局所的な窒素飢餓による不足分を補っている． 
④このしくみによって，植物は変動する窒素環境に対して巧みに適応することができる． 




